
令和７年度

金山町当初予算の概要
（報道・公表用）

令和７年２月２０日公表



１．当初予算テーマ

変化に対応できる行政財政運営で、地域とともに新たな時代を

２.予算編成基本方針

３．一般会計予算の規模

　(1)予算総額　50億6,100万円〔前年度比+4億3,500万円(+9.4%)〕

　(2)主なハード事業

備考

2億5,867 万円

5,391 万円 新規

3,960 万円 新規

3,094 万円 新規

2,978 万円 新規

2,942 万円

　(3)主なソフト事業

備考

2億　 65 万円

1億9,673 万円

1億5,253 万円 拡充

9,969 万円

8,663 万円

7,636 万円 拡充

5,061 万円 拡充

1,247 万円育児支援事業（出産祝金、家庭育児支援金等）

デジタル化推進事業

新総合行政情報システム管理事業

事業費

事業名 事業費

GIGAスクール端末購入委託事業

桝沢トンネル補修事業

非常用電源装置設置整備事業

金山中学校校舎棟天井照明LED化事業

事業名

IP告知放送スピーカー機能向上等事業

金山校みらい留学生学生寮整備事業

子どものための教育・保育給付費負担金

町立金山診療所運営支援(一般会計からの運営費等支援）

学校給食共同調理場運営事業

神室エリア一帯指定管理料（ホテル、レストラン、スキー場、温泉、キャンプ場）

ふるさと寄附事業

令和７年１月１日に町制施行 満１００年を迎え、次の時代に向けた第一歩なる令

和７年度当初予算編成については、これまでのオンリーワンな町づくりを踏まえ、さ

らに力強く新たな時代を切り開くため、一般会計予算総額が過去最大の50億円を超え

る拡大予算を編成した。
これまで町を一番に支えてくださった町民が「住んでよかった」、「住み続けた

い」と思える町であるため、インフラ整備や除排雪事業、教育環境の充実、子育て支
援など、安心・安全のために不可欠な行政サービスを優先的に維持しながら、重点推

進施策を展開していく。短期的な事業効果に留まることなく、中長期ひいては次の時
代を見据えた町の発展に資する事業展開が必要であると考える。
強固な財政基盤を維持しながら、持続可能かつ発展的な町政運営を実現するため、

町民のニーズを満たす事業に投資していかなければならない。町民と行政が一体と
なった団結と調和の町づくりを引き続き実践していき、新たな第一歩を踏み出す年度
としたい。
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４．歳入・歳出の主な増減内容〔項目毎の予算額等は内示会資料参照〕

(1)歳入

▲ 2.7 ％

▲ 1,003 万円

+127 万円

▲ 2.7 ％

▲ 400 万円

+1.1 ％

+2,578 万円

- 万円

▲ 27.2 ％

▲ 19 万円

▲ 5.8 ％

▲ 296 万円

▲ 60 万円

+10.1 ％

+2,398 万円

+1,797 万円

+0.5 ％

+1,246 万円

+750 万円

+1.1 ％

+29 万円

+25.1 ％

+5,874 万円

+3,000 万円

+1,440 万円

+161.1 ％

+7,000 万円

+1,650 万円

+25.6 ％

+2億1,440 万円

+3,960 万円

+3,820 万円

IP告知放送スピーカー機能向上等事業

項　　　　　目

１．町税

個人住民税

固定資産税

高齢者生活福祉センター負担金

５．使用料及び手数料

一般廃棄物処理手数料

住宅使用料

２．地方譲与税

森林環境譲与税

３．地方交付税

特別交付税

普通交付税

手前沢川整備事業

６．国庫支出金

学校施設環境改善交付金

児童手当交付金

７．県支出金

経営発展支援事業費補助金

公立学校情報機器整備事業費補助金

11.町債

非常用電源装置設置事業

水力発電導入加速化事業費補助金

９．繰入金

資産活性基金繰入金

増　　減

８．財産収入

普通財産貸付収入(廃校利用等)

財政運営基金繰入金

デジタル基盤改革支援補助金

かねやま応援基金繰入金

10.諸収入

４．分担金及び負担金
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(2)歳出

+6.5 ％

+881 万円

+8.0 ％

+29.5 ％

４．繰出金 ▲ 1.1 ％

介護保険特別会計繰出金+148万円　

項　　　　　目 増　　減

１．義務的経費

（人件費）

（公債費）

万円
（扶助費）

国民健康保険(直診)特別会計繰出金▲734万円(運営費分、公債費等)

２．一般行政費

（物件費）

３．投資的事業

（積立金）

（災害復旧事業費）

学校給食賄材料費+3,076万円

かねやま応援基金積立金+4,000万円

後期高齢者医療特別会計繰出金+102万円

+4,315 万円

+5,967

非常用電源装置設置工事+2億3,300万円

+1億5,265 万円

学習用タブレットソフト使用料+1,020万円

（維持補修費）
+1,612 万円

（補助費）

▲3,457 万円

農業次世代人材投資事業費補助金▲1,150万円

万円+4,189

森林環境譲与税基金積立金+189万円

正職員人件費+2,439万円、会計年度任用職員人件費+969万円

児童手当+2,664万円

標準準拠システム導入委託料+7,000万円

町道維持修繕工事+527万円、除排雪燃料費+200万円

水道事業経営安定補助金▲2,000万円

万円

GIGAスクール端末購入委託事業費+3,094万円

（補助事業費）

+4,018金山中学校校舎棟天井照明LED化工事+5,084万円

▲ 366 万円

+137 万円
手前沢川整備工事+3,055万円、測量・設計業務委託料+775万円

（単独事業費）

+1億2,233 万円

IP告知放送スピーカー機能向上等工事+3,960万円
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５．特別会計予算

(1)予算規模

(2)会計別の増減内容〔項目毎の予算額等は内示会資料参照〕

2億2,880 万円

8,140 万円

7億7,000 万円

４．水道事業会計 （収益的収支） 2億  990 万円

（資本的収支） 8,460 万円

５．下水道事業会計 （収益的収支） 2億1,380 万円

（資本的収支） 1億6,150 万円

６．主な財政指標等の見込み

(1)令和６年度決算見込み

増　減

+4.1%

+0.1％

±0.0％

+2億3,950万円

+2億2,039万円

(2)令和７年度決算見込み

増　減

+4.0%

▲0.1％

±0.0％

+1億9,100万円

+1億7,395万円

　

（+450万円 +2.2％）

（+10万円 +0.1％）

（収益的収支）経営戦略策定業務委託料の増額

（資本的収支）施設ポンプ更新

　予算総額　15億390万円〔前年度比+1,140万円(+0.8%)〕

１．国民健康保険特別会計(直診勘定)

　(+970万円 +4.8%)

　(▲1億1,840万円 ▲58.3%)

（資本的収支）排水管更新工事費の減額

　水道・下水道事業会計の資本的収支予算を除く特別会計全体の予算合計(５会計) 

将来負担比率 0.0%

一般会計起債残高 40億7,679万円

将来負担比率 0.0%

一般会計起債残高 38億8,579万円

全会計起債残高

全会計起債残高 54億6,377万円

項　　　　　目 数　値

経常収支比率 98.7%

実質公債費比率(R5～R7の3年平均) 9.4%

52億8,982万円

項　　　　　目 数　値

経常収支比率 94.7%

実質公債費比率(R4～R6の3年平均) 9.5%

　(+730万円 +3.3%)

医療用画像管理システム、電子カルテの導入

　(+320万円 +4.1%)

　(▲1億3,300万円 ▲1.7%)

２．後期高齢者医療特別会計

３．介護保険特別会計

保険料負担金(特別徴収・普通徴収)の増額

各種介護サービス給付費の減額

（収益的収支）経営戦略策定業務委託料の増額、減価償却費の増額
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